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【プログラム】












日　程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
８


月


２２


日


（土）�
11：00～12：00�
オプション≪受講者のみ：任意参加≫


新刊『自閉症課題百選』の内容紹介�
（東京ＩＥＰ研究会）�
�
�
12：00～13：00�
昼　 食 （各自でお取りください）�
�
�
13：00～14：30�
第一講義


「自閉症教育の課題をめぐって」�
東洋大学


　　　　　　　　　　　三苫　由紀雄�
�
�
14：40～16：10�
第二講義


「学齢期の教育と支援の実際（１）」�
筑波大学附属大塚特別支援学校


安部　　博志�
�
８


月


２３


日


（日）�
10：00～12：00�
第三講義


「学齢期の教育と支援の実際（２）」�
さいたま市立大宮北小学校


　　　　　　　　　　　　寺野　　英二�
�
�
12：00～13：00�
昼　 食 （各自でお取りください）�
�
�
13：00～15：30�
第四講義


「幼児期の支援の実際」


　（１）子どもへの支援


　（２）親への支援�
当財団子ども療育相談センター


　　　　　　　　　　　　新井　　利明�
�
※ 本年5月刊行の『自閉症課題百選』を、受講者の皆様に会場で割引販売する予定です。





発達障害講座8





近年、発達障害者支援法の制定や「自閉症・情緒障害特別支援学級」への名称の変更、あるいは自閉症に特化した教育課程の研究など、自閉症の教育・支援の充実が図られようとしております。また、今回の学習指導要領の改訂により自閉症の指導・支援の充実が期待されますが、自閉症の障害特性を考慮に入れた有効な教育・支援についての取り組みについては、まだ多くの課題を抱えているのが現状です。これまでの指導・支援を見直し、より効果的な教育を検討していくことが必要だと考えます。


　今回の講座では、自閉症の障害特性を考慮に入れた、基本的な学習の方法や、困難の想定される部分に対する多様な試みやアイデア、工夫等、指導・支援の具体的な方法について、幼児期・学齢期を中心に報告させていただきます。日々の実践に活かせる講座を目指していますので、ぜひご参加ください。


　なお、本講座初日午前中には、新刊『自閉症課題百選』についての内容紹介の時間を用意しておりますので、あわせてご参加いただければ幸いです。


　【 企画講師　東洋大学　三苫　由紀雄 】





期　　日：２００9年８月22日（土）・23日（日）


受講対象：自閉症や特別支援教育に関わる教諭、養護教諭、学校関係者のほか、保育・相談に


関わる専門職の方、および保護者の方々


定　　員：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団2F講義室


東京都豊島区高田３－19－10　　　　０３－３９８６－７０２１


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


           （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















自閉症に対する効果的な教育を考える


～幼児期・学齢期の具体的な指導・支援を中心に～








